
古文書のひとつに下組花馬の花串作りの

記録があります。嘉永７年(１８５４年)８

月から平成１１年(１９９９年)１０月まで

の１４５年間毎年記されたもので、これだ

けの記録を残して下さったことに敬意を表

します。非常に貴重な史料で、大切に保存

して行きたいと思います。ここから花馬祭

について幾つかのことが分かりました。

花ぐしの数は、嘉永７年から大正１０年

までは２５０本、大正１１年から昭和２年

まで３００本、その後４５０本から５００

本の数が記されています。平成１１年には

６００本とあります。

また、花ぐしの長さは、嘉永７年から昭
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和１５年まで５尺(１５１.５ｃｍ)とあり

ます。昭和１６年から４尺５寸(１３６.３

５ｃｍ)に変えられます。

この古文書は花ぐしを間違いなく作った

という記録で、その日付が明治３２年(１

８９９年)までは８月(多くは８月８日)と

なっていて、明治５年神社合祀の記録には

祭日８月１５日と記されています。これら

のことから、坂下の花馬祭は８月１５日に

執り行われていたと考えられます。明治３

３年(１９００年)９月８日から、大正１１

年(１９２２年)９月１日と記されるので、

この間は祭の日取りは９月中旬と考えられ

ます。大正１２年には４月１日とし、昭和

２４年まで４月７日前後で花串づくりが行

われます。祭は４月１５日坂下神社春季例

大祭として行われたのでしょう。昭和２５

年から昭和３４年には、９月８日花串作り、

祭は９月中旬の様です。昭和３５年以降は、

花串作りの日取りが９月中旬から１０月５

日と幅があり、花馬祭は１０月１０日前後

と決めたれたのでしょう。

現在、花馬祭は１０月の第２日曜日と定

められ、花串の数は１年３６５日に因み３

６５本とされています。

↑花串５００本を背負う花馬
（２０１０年１０月「だからあるいてゆくん

だよ 。のブログ 花馬祭り その２」より )


